
佐世保記念病院における身体拘束最小化の取り組み

基本理念：

身体拘束最小化委員会の役割：

取り組み内容：

・毎月委員会の開催とラウンド

・身体拘束最小化に関する研修会の開催　2回/年

・身体拘束に使用する用具の管理（病棟外の1か所にて管理）

身体実施状況：2026年3月～5月

身体拘束実施件数 実施割合

３階病棟 件 ％

４階病棟 件 ％

　佐世保記念病院は、「療養上の管理、看護、医学的管理下における介護及び機能訓練を行い、

患者が有する能力に応じた自立支援」を目標に運営している。

また、当病院は、患者の意志及び人格を尊重し、常に患者の立場に立って医療サービスの提供に

努めるものとする。人としての尊厳を損なう身体拘束、患者の行動を制限する行為（以下この指

針では「身体拘束」と言う）は原則禁止。したがって、身体拘束は患者又は他の患者等の生命又

は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、認められない。これは、法令にも定められ

ている。

患者のこれまでの人生やこれからの希望に寄り添い、患者の言動の背景を理解して看護計画を立

案し実行していく。これによって、身体拘束に頼らず、患者のその人らしい暮らしの実現を図っ

ていく。

　私達は、患者のこれまでの人生やこれからの希望に寄り添い、患者の社会的、身体的、精神的

背景を理解して、看護計画を立案し実行する。

患者本人、その家族の安心・安全の確保を目的とし、身体拘束に頼らず、患者のその人らしい生

活の実現を図る事を目的とし、全職員で身体拘束廃止を目指す取り組みを行っていく。

　佐世保記念病院における身体拘束最小化委員会では、患者の身体拘束が患者・家族の同意のもと適

正に行われているか、不必要な拘束が継続されていないかを検討し、身体拘束廃止に向けての取り組

みを行うこととする。


